
子どもたちを誰一人取り残さない 提言書（案） 

 

「生きてても意味ないし」 

「将来とか、未来とか考えてなんになるん？」 

「どーせ、変わらへんやん」 

 

中学生にそう言わせてしまう、そう思わせてしまうのが今の大阪です。 

市場主義によって、様々な分野で市場化が起こり、 

それは教育の現場にも広がり、子どもの価値は点数や偏差値などの数字で決められ、 

それが当たり前という空気のなかで、 

競わされ、勝ち負けの論理のなかで、おとなが、何より子どもたちが翻弄されています 

その一方で同質化が進み、画一的な基準によって排除の意識が強まっています。 

子どもたちの日常生活の様々な場面にその影響はおよび 

子どもたちは“遊び”を奪われ、 

好奇心や探究心を満たす様々な体験を奪われ、 

人との関係性や豊かさを学ぶはずの家族や学校以外の人との出会いを奪われています。 

「みんな違って、みんないい」と教えられながら、 

多様性は認められず、主体性は封じ込められています。 

よくわからないルールとおとなの都合にあわせた“当たり前”が押しつけられ、 

疑いもなくそれらを守ることが求められ、考える機会を奪われています。 

子どもたちのことが子どもたち抜きに決まっていき、 

子どもの意見が聴かれるしくみは全く整っていません。 

子どもたちはもともと持っている力を発揮できない状況に置かれ 

命が脅かされ、子ども時代をその子らしく、子どもとして育っていくことが脅かされています。 

 

一昔前。 

大阪では人口が増え都市化すると共に、子どもをめぐる様々な課題が顕在化しました。 

そういう課題に対して、日本初となる学童保育、教科書無償化、子ども虐待防止の動きといった大阪発

の取り組みが行われてきました。 

民間・篤志家・企業が課題解決に取り組み、 

子どものセイフティネットをつくろうと努力してきた歴史があります。 

そこには子どもたちの力・多様性を受けとめ、目の前にいる子どもたちの抱えさせられた課題を 

なんとかしようとしてきた市民の力がありました。 



しかし、今、大阪では、 

人々は分断され、セイフティネットからこぼれ落ちる人がたくさんいる現実があります。 

それを努力不足だと自己責任にしてしまう空気が、おとな、そして子どもを支配しています。 

本質がおざなりにされ、表面的なものになっている公的な取り組みによって、 

おとなが力を奪われている。 

しかし、そのことは外からは見えなくされています。 

驚くほど公正さを欠いている社会構造のなかでお金の回し方は偏り、 

子どもへの投資はカットされ、子どもたちは不当にその存在がおとしめられています。 

子どもたちは、将来や未来に希望を持てないでいます。 

 

子どもの権利条約が国連で採択されて30 年。 

子どもの人間としての尊厳を守る、と世界が子どもたちと約束したことを今一度思い出しましょう。 

子どもたちは守られるだけの存在ではなく、 

権利の主体です。 

「未来」や「将来」おとなになる人ではなく、 

「現在」の人であり、世界の人であり、市民です。 

子ども抜きに「現在」を考えることはできないし、「未来」を考えることはできません。 

SDGs で取り上げられている課題はすべて、おとなだけでなく、子どもたちにとっての課題です。 

これらの課題にとって、子どもたちは問題解決の重要な資源であり、力です。 

 

私たちは、ここに決意も新たに宣言します。 

子どもたちを誰ひとり取り残さない。 

 

それは子どもだけでなく、誰も取り残さないということにつながります。 

 

おかしいことをおかしいやん！と声をあげ 

いやだと感じることには、NO！と行動を起こし、 

子どもたち、そして隣り合う人と連帯し、知恵を出しあうために、 

テーブルを囲み、語り合うことからはじめませんか。 

子どもたちを誰ひとり取り残さないために。 

※“権利”は“人権”と同義の表現として使用しています。 

2019 年６月 25 日 

子どもの権利条約 関西ネットワーク 


